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と略す)は、その有用|生が認められ広く用いられている。この論文では、 CPA の拡張と CPA の磁
性合金への応用に関して議論した。
CPA はシングルサイト近似とよばれる近似方法の中では、最良の方法であるが、いくつかの不十
分な点がある。その内、次の 2 点について CPA の拡張を試みた。 l)C PAがシングルサイト近似で
あるため、合金中のクラスターの効果をとり入れることができないので、この点については、 2 つの
原子からなるクラスターの効果をとり入れる。 2)バンドの形が異る金属聞の合金に CPA を適用でき
ないので、そのような合金も取扱えるょっに拡張する。以上の 2 点について拡張された CPA を定式
化し、同時に他の人々によって提唱されている方法とも比較している。数値計算は、最丘接相互作用
をもっ単純立方格子構造の合金について行った。計算結果によると、上記の 2 点の効果は明らかで、






強磁性Ni合金( fcc) と Fe 合金 (bcc)について数値計算を行った。これらの合金に関しては、従来か
ら飽和磁化の測定、中性子回折および Mössbauer 効果を用いた合金中の各原子の 気モーメントの
測定また電子比熱の測定が行なわれている。 CPA による計算結果は これらの実験結果をよく説明











で、無秩序合金の電子構造の定量的理論の第 1 歩といえる。長谷川君の論文は、第 1 にこの CPA の
強磁性合金への応用を具体的に論じ、つぎに CPA ではとり入れることのできない最近接原子の組成
のゆらぎの影響を論じる目的で CPAの一つの改良を提案している。強磁性合金への応用は、 CPA





明快に否定した。第 2 の CPAの改良については、まだ具体的な応用を行なっ域には達していないが、
今後の理論発展の基礎を作るものといえよう。
長谷川君の論文は強磁性合金の磁性と電子構造について初めて合理的な理論解釈を与えたもので、
多くの実験事実の相互関連を明かにし、新しい物性を予見するための物理像を確立したものといえる。
その内容は理学博士の学位を授与するに充分なものと結論する。
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